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［改定］ 田原市観光基本計画（案）の概要 

 
１．改定の目的 

平成 19 年 3 月策定の計画は、中期計画（4 年～7 年）を終えた段階で、見直しをすることとなっており、平成 25

年度で中期計画を終えたため、本基本計画の改定を行いました。昨年度までの実施状況等を評価・効果測定した

うえで、社会環境の変化や、急激な変化を続けている国内外の観光情勢、観光客の動向を把握することで、時代

の流れに即した新しい観光振興の指針を作ることを目的とします。 

２．調査結果を踏まえた田原市観光の課題と方向性 

 田原市への来訪者アンケート、東海地方の一般アンケート、事業者ヒアリング、スーパーバイザー（有識者や専

門家）の意見等を踏まえ、田原市観光がおかれている課題を検証し、方向性を導きました。 

  
 田原市観光の課題 

 

 

 
 
 
 
 
 
３．［改定］田原市観光基本計画 

 
（１）計画期間   改定版の計画期間は、平成 27 年度から 31 年度までの５ヶ年とします。 

（２）基本コンセプト 

   『渥美半島まるごと観光』 
        ～多彩な資源を最大限に活用し、半島全域でオールシーズン楽しめる、地域一丸と 

         なった取り組みによる“渥美半島まるごと観光”～ 

        ～海に囲まれた里山・渥美半島で四季を通じて「見る」「食べる」「体験する」が満喫できる、 

         “旬産旬時”とれたて新鮮な心安らぐゆったり寛ぐ観光～ 

        ～観光客増による地域産業活性化への貢献、観光交流を通した定住促進へ～ 

 
（３）目標 

 
 
 
 
 
 
 
 

田原市観光が目指す方向性
◆オンリーワンの強みを活かした観光魅力の整理・創造
①農・花・食を活かした魅力創出と総合産業化

～地域一体となった取り組みと総合産業としての地域活性化
②女子旅ブームに対応する魅力創造と情報発信
③東京オリンピック・パラリンピックに向けたスポーツ観光の充実
④超高齢化社会に対応したシルバー向け観光地の魅力創造
⑤学習観光・視察観光ニーズへのアプローチと受入対応

◆観光推進体制の確立と受入環境整備
⑥インバウンドマーケットの開拓と広域連携による誘客
⑦伊勢志摩、三河湾、三遠南信などの広域連携の強力推進
⑧田原市観光まちづくりの推進体制確立と担い手の人材育成

◆情報発信力の強化
⑨情報発信内容の整理（観光素材の整理）と情報力強化
⑩訪れてよし・住んでよしの定住促進とＰＲ

１．田原の強み・オンリーワンの素材の活用

２．埋もれた観光資源の未活用

３．地域一体となった推進体制

４．伊良湖岬周辺地区の再生・重点地区としての強化

５．半島立地の特性の活用

６．田原観光イメージの希薄（情報発信力の再検討）

７．田原市全体での受入環境・おもてなしの充実

市民満足度向上 観光交流人口増加 総合産業振興

◆市民の観光満足度
２０％（Ｈ３１年度）

（Ｈ２５年 ９．９％ → ２倍）

目標値

◆観光入り込み数
３３０万人（Ｈ３１年度）

（Ｈ２５年 ３１３万人→ ５％増）
◆宿泊延客数

２９万人（Ｈ３１年度）
（Ｈ２５年 ２７．７万人 →５％増）

目標値

◆１人当たり市民所得
３３０万円（Ｈ３１年度）

（Ｈ２３年度 ３１５万円
→ ５％増）

目標値

「訪れてよし」を通した「住んでよし」への定住促進

観光客増による地域活性化
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（４）田原市観光計画推進アクションプラン 

①市民参加による観光まちづくりの推進 
本基本計画においては、様々な角度から市民参加という視点を念頭において観光振興の推進を図ります。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
②観光振興推進体制の確立 
 田原市と渥美半島観光ビューローの明

確な業務領域の分担による効率化や、地

域一体で推進する観光まちづくり推進体

制｢まるごと渥美半島・観光まちづくりネ

ットワーク｣の構築など地域一体となっ

た連携による推進体制づくりを進めます。 
 
  

  

 
③新たな視点に立った観光資源の発掘・開発・創造による観光魅力度の向上 

 田原市が誇る様々な地域

資源を活用した新たな観光

資源を発掘・開発・創造し、

田原の強みを活かした重点

マーケットに対するさらに

強い田原市観光のイメージ

を創出し、地域全体の観光

魅力度を向上します。 
・観光資源の発掘 
・観光資源の開発 
・観光資源の創造 
・集客フェアの開催 
・着地型旅行商品造成 等 

 

市民参加による観光まちづくり

事業者・団体等

田原の観光の
ことを知り

観光まちづくり
を学び

観光まちづくり
を実践する

出前観光教室 観光まちづくり大学 観光事業者等提案事業

小中学生
（将来の担い手）

市民

観光まちづくりの担い手

渥美半島まるごと観光プロジェクト

買い物

自然（海・山） 野菜・花・果物

魚・畜産

スポーツ・健康

産業観光／環境
（農業・漁業・工業）

祭り・イベント

歴史・文化・文学

景色・景観

滞在魅力の創出／周遊観光プラン提供／受入環境充実

情報発信・効果的ＰＲ・営業活動

担い手の連携と総合力による
周遊観光の魅力を創出

渥美半島
観光素材

健康

収穫

食

スポーツ・アクティブ体験

学習
参加
体験

癒し・保養

宿泊

知的好奇心・趣味

交流

田原の強みを活かした重点マーケットへのアプローチ

女子旅
マーケット

シルバー
マーケット

スポーツ
観光

学習・視察
観光

インバウンド
外国人

まるごと渥美半島・観光まちづくりネットワーク
《観光担い手（市民・事業者・団体等）と行政・観光ビューローの協働》

観光事業者／交通事業者／旅行会社
商工会／ＪＣ／ＪＡ／ＪＦ／市民／まちづくり団体

関連企業／農業者等

主な観光担い手

渥美半島観光ビューロー

ＰＲ事業・各種事業運営

田原市商工観光課/関係各課

企画検討・企画推進

マスコミ／印刷・デザイン／学校等

関連する担い手
《協働》

ともに
《連携》

繋いで

《推進》

進める
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 ◆４つの重点マーケット（国内観光）に対する魅力の創出とＰＲ展開（イメージ） 

  田原の強みを活かせる｢女子旅｣、｢シルバー｣、｢スポーツ観光｣、｢視察・学習観光｣を国内観光の重点マーケットと 

  し、様々な魅力創出プログラムや、受入環境・サービスの整備、地域内連携によるイベントなど連携事業の実施、タ 

  ーゲットを絞り込んだＰＲ活動等を展開します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 また、｢渥美半島まるごと観光｣プロジェクトとして、地域全体で取り組む季節・期間限定のフェア、 

 イベント等を開催します。 

【集客フェア（例）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本一の農業・花、どんぶり街道、貝づくし

春の渥美半島
農と花・食祭フェア

毎年5～6月

渥美“スポーツ”半島
ＳＰＯＲＴＳＴＯＵＲＩＳＭＴＡＨＡＲＡ

“知って・学んで・ためになる”
「学べる渥美半島」で視察・学習観光
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宿泊業
ホテル／旅館

民宿／ペンショ ン 等

飲食業
飲食店、喫茶店

料亭 等

物販
道の駅、土産店、

産直店舗、等

観光産業

観光業
観光農園／ツアー事業

／旅行会社 等

サービス業
交通サービス

印刷／広告 等

農業
農業／園芸／畜産業

農業体験受入 等

水産業
水産業／

魚とり、釣り体験 等

製造業
加工業、

工場見学受入等

相互連携・相互協力
Ｂ to Ｂ（相互ビジネス）
総合産業としての発展

関連産業

（４）新たな観光マーケットを意識した情報発信・ＰＲ 

主要ターゲットとなるマーケットエリアに対し、確実な客層を得られるマーケットへの情報発信に重

点を置き、上記重点マーケットのほか、インバウンドマーケット（訪日外国人）など、新たなマーケ

ットへのアプローチについても積極的に展開します。また、隣接する地域等との広域連携による観光

も推進します。 
  ◆インバウンドマーケットＰＲイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）観光客にやさしい・おもてなしのある受け入れ体制づくり 

 観光客が訪れて気持ちのいい観光地として、観光客にやさしい観光まちづくりを推進し、市民も気持ちよく観光客を迎

え入れるおもてなしのある受け入れ体制づくりを推進します。 

  ・交通アクセスの充実         ・サイン・看板の整備、快適な移動環境整備 

   ・ホスピタリティの醸成と人材育成  ・観光地の美化推進 

  
（６）観光産業振興から総合産業振興への  

   展開による地域活性化・雇用促進 

 観光産業の振興のみに特化するもので

はなく、１次、２次、３次産業まで含めた

様々な業種間、地域間の連携を実施し、総

合的な産業振興を目指します。  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外国人に訴求力のある渥美半島の観光資源
観光旅行向け：菜の花まつり、いちご狩り、メロン狩り、朝日・夕日、雄大な太平洋、伊勢湾フェリー

（クルージング）、トヨタ自動車工場見学
視察・研修向け：農業・園芸日本一、環境・エネルギー、トヨタ自動車工場見学

渥美半島インバウンド誘致プロジェクト

東アジア・東南アジア団体観光
◎中国、◎台湾、◎香港
○韓国、○タイ、○マレーシア、○インドネシア
※１月下旬～２月上旬の春節（中華系の旧正

月）が最も狙い目。菜の花まつり＋いちご狩り

韓国・中国視察研修団体
◎韓国（これまでの連携、ＰＲを継続活用）
○中国からの研修団体

想定
メイン

マーケット


